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研究成果の概要（和文）：第二言語の読みにおいて単語認知などの下位スキルの重要性がこれまでの研究により
明らかになり,多読に代表される読みの流暢さを育成する教授法が教育実践に導入されつつある (Day, 2015; 
Nakanishi, 2015)。一方で,多読などの読みの流暢さを育む教授実践により読み手がどのように読み能力を向上
させ,自らの読み能力を発達させるプロセスを明らにした研究は少ない。本プロジェクトは,多読とは異なる繰返
しと音声モデルの使用を用いた繰返し読みにより読み手を支援する方法が文章の意味を正確に読み取ることを目
的とするintensive readingをどのように補完するのかを調べるために行われた。

研究成果の概要（英文）：In reading research in a second language (L2), the critical role of 
lower-identification skills such as word recognition and basic parsing has increasingly been 
emphasized, and accordingly, fluency building approaches such as extensive reading and others have 
become popular in L2 reading classes. It has not been clear, however, how such fluency building 
approaches help L2 readers foster their reading ability, and consequently become independent L2 
readers. This project has utilized a fluency building method called assisted repeated reading which 
is similar to extensive reading can complement the traditional intensive reading approach to serve 
the purpose. 

研究分野：リーディング

キーワード： reading fluency　repeated reading　extensive reading　reading rate　reading comprehension　sc
affolding　L2 reading　assisted reading
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多読に代表される流暢さを育成する教授法が普及しつつある (Day, 2015; Nakanishi, 2015)が,多読により読み
能力がどのように発達するのかは必ずしも明らかではない。多読の導入に際し, 1)精読に慣れた学習者の多読の
面白さの発見, 2)多読の取り組みの評価, 2)必要な支援の提供という課題がある。多読が普及する反面,効果的
に取り組めない学習者は少なくないという報告(Taguchi, 2017)もある。研究代表者は,オンラインプログラムを
IT企業の支援を受け開発し,コンテンツ拡充を進め,多くのL2によるリーディングの研究者や学習者にコンテンツ
を届ける本プロジェクトを進めている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、多読が普及する一方で、多読に効果的に取り組めない学習者や、上級者であっても、外国
語による読書を愉しむレベルにまで到達するケースは少ない(Taguchi, 2017)。本研究の目的は、
読みの流暢さの発達を促す Assisted Reading（AR）（Taguchi et al., 2016）の効果検証を行う
ことである。研究代表者は、Repeated Reading (RR)を導入する際に研究者・教師に労力と時間
の負担がかかるため、科研費により RRのオンラインプログラム（仮称 Web R2）を IT企業の
支援を受けて開発し、研究者間や第二言語の学習者に公開をするための準備を進めている。この
教材を使用し、「音声」と「繰り返し」という、リーディングを支援する「足場掛け（scaffolding）」
を提供することで、自立し、外国語による読書を愉しむ第二言語の読み手を育成する方法を検証
する。 
 
 
 
２．研究の目的 
母語では単語認知などの下位スキルがほぼ自動化しているため、一度の読みでもかなり深い理
解が得られるが、外国語（英語）で読む場合には、上位レベルの読み手でも一度の読みで深く理
解することは難しい。近年、多読の取り組みが普及する一方で、効果的に多読に取り組めない学
習者も多く、また、上級者であっても、外国語による読書を愉しむレベルにまで到達するケース
は少ない。本研究では、読みの流暢さの発達を促す新たな Assisted Readingという方法につい
て、その普及に向けた効果検証を行う。開発済みのWeb R2というウェブ型教材と市販の多読テ
キストとを併用し、下位スキルの未発達な学習者や、上位レベルの学習者の双方に、多読に効果
的に取り組ませる「足場掛け（scaffolding）」を提供し、自立した、外国語による読書を愉しむ
ことができる読み手に成長させるための効果的支援について検証する。 
 
 
 
３．研究の方法 
 研究代表者は、RR を導入する際に研究者・教師に多くの労力と時間の負担がかかることに鑑
みて、科研費により IT 企業の技術支援を受け開発した RR のオンラインプログラム（仮称 Web 
R2）について、これまでの運用から読みの回数の設定、コンテンツ拡充が複雑であることなど、
幅広い運用レベルや興味を持つ学習者に対応できない問題点が生じてきた。このため、多用な学
習者を擁する授業での活用への利便性を高めるためのシステムの改良とコンテンツの拡充を行
う。本格的な研究データを収集する平成 31（2019〉年度までに、改良・拡充したプログラムを試
行運用し、バグ等を修正した。 
 この改善したオンラインプログラムと市販の多読テキストを併用し、Assisted Reading の効
果検証を行う目的であった。下位スキルが未発達であるために多読に効果的に取り組むことの
できない学習者、そして高度な外国語の運用能力を有するが、読書を愉しむことのできない学習
者の双方に、音声と繰り返しという、2つの「足場掛け（scaffolding）」を提供し、読み能力の
向上と多読習慣の涵養につなげる方法である Assisted Reading が第二言語の読み手にどのよう
な影響を与えるかを探った。 
 
 
 
４．研究成果 
 第二言語の読みにおいて、単語認知などの下位スキルを発達させることの重要性がこれまで
の研究により明らかになり、多読に代表される読みの流暢さを育成する教授法が教育実践の場
に導入され、普及しつつある (Day, 2015; Nakanishi, 2015)。一方で、第二言語の読み教育に
おいて、多読を通してどのようにして読み手の読み能力の向上が促され、自力で自らの読み能力
を発達させていくことの出来る、いわゆる自立した読み手（independent reader）に育っていく
のかというプロセスを明らにした研究はほとんど見られない。易しいテキストを読み続けるこ
とでテキストの情報処理能力は高まるが、読み能力の向上には文字や単語認知の下位スキルだ
けでなく、理解を促進する認知ストラテジーや理解に支障をきたした場合のメタ認知ストラテ
ジーの行使など、第二言語によるリーディング能力を育成する方法についてリサーチに根差し
た具体的な指針はまだ提示されていないように思われる。 
 また、従来の読み指導の中に、多読を位置づけ、それにより読み能力をどのように発達させる
のかについての具体的に明らかにした研究も少ない。つまり、文章の意味を正確に読み取るため
の intensive reading と多読に代表されるインプット重視の読書経験を積むバランスのとれた
リーディング指導をどのように実現するのかという問いに答える研究もまだまだ少ないと思わ
れる 



 多読の普及が進む一方で、多読に効果的に取り組めない学習者は少なくないという報告もあ
る(Taguchi, 2017)。Xreading など優れた商用多読教材もある中、研究代表者による RRのオン
ラインプログラム（Web R2）を上記のような研究課題をあきらかにするために活用して行きた
い。 
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